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今月号のここがポイント！

今月号は 3 題の解説記事をお届けします。

一つ目はセルロース系および藻類系のバイオプラスチックについてです。これら

バイオプラスチックは，非食用植物資源を原料とし，製造時の CO2 排出量を大幅に

削減した製造プロセスから得られ，石油系プラスチックと比して遜色無い性能を有

し，新たな価値として漆ブラック調の外観を実現しました。

二つ目はポリウレタン系の液晶エラストマーについてです。まだ新規な材料でな

じみは低いかもしれませんが，本記事のポリウレタン系液晶エラストマーは，液晶

性とゴム弾性を持ち，温度変化により大きく伸縮する特徴をもつ材料で，ウェアラ

ブルデバイス，医療用繊維材料等への応用が期待されています。

最後は可塑剤の移行性についてです。多くの製品に一般的に使用されている可塑

剤（フタル酸エステル類）は，新たに RoHS 指令の対象物質に指定されたため，今後，

それらが他材料へ移行しそこで検出される可能性が懸念されますが，本記事では可

塑剤のプラスチックへの移行性と移行性を予測する手法について解説されています。
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